説教要旨「神にふさわしいこと」
聖書：ヘブライ２章１０－１６
2:10 というのは、多くの子らを栄光へと導くために、彼らの救いの創始者を数々の苦しみを通して完全な者とされたのは、万物の目標であり源である方に、ふさわしいことであったからです。

2:11 事実、人を聖なる者となさる方も、聖なる者とされる人たちも、すべて一つの源から出ているのです。それで、イエスは彼らを兄弟と呼ぶことを恥としないで、

2:12 「わたしは、あなたの名を／わたしの兄弟たちに知らせ、／集会の中であなたを賛美します」と言い、2:13 また、／「わたしは神に信頼します」と言い、更にまた、／「ここに、わたしと、／神がわたしに与えてくださった子らがいます」と言われます。

2:14 ところで、子らは血と肉を備えているので、イエスもまた同様に、これらのものを備えられました。それは、死をつかさどる者、つまり悪魔を御自分の死によって滅ぼし、2:15 死の恐怖のために一生涯、奴隷の状態にあった者たちを解放なさるためでした。

2:16 確かに、イエスは天使たちを助けず、アブラハムの子孫を助けられるのです。
　２章９節までの要約。私たちは、本来、何にもまさる神のみ子であられたキリストが、わずかの間だけでしたが、天使よりも低くされました。それは死の苦しみを受けるためでした。しかし、その業を終えて栄光と栄誉の冠を与えられて、今やキリストは神の右に座しておられます。それは神に等しい者、つまり神として、という意味です。キリストの死は、人間として最高の犠牲的精神を発揮したというだけに留まりません。キリストの死は、単に一人の人間の死であるだけではなく、神が人間となられた方の死であるだけに、その贖いは完璧です。その効果は神としてのキリストがもたらされます。贖いは完全であり、罪の赦しは私たちの想像をはるかに超えた壮大な神のみ業です。
　１０節には、その要約がもう一度繰り返されているところです。「救いの創始者」とは、救いの「作者」を表わし、この救いの作者は、一から十まですべて悉く私たちの救いのため必要なこと、すなわち、「数々の」つまり、数えきれない苦しみを経験して、こうして、多くの子らを栄光に導き入れようとされたのでした。キリストの苦難は十字架に尽きるものではありません。キリストは福音書に記されているとおり、飢え、渇き、寒さに耐え、人々から蔑みの眼で見られ、悪口を言われ、時には石を投げつけられそうになり、また、人々の悲しみを自らの悲しみとし、涙することもありました。その苦難は、私たちのためでありました。数々の苦しみ、無数の悲しみをキリストは味わい、こうして、完全な者とされ、栄光と栄誉の冠を勝ち取られました。そして、多くの子ら、キリストに属する者を栄光に導いていかれます。ここでいう「子ら」とは当然私たちのことです。キリストによって、とりわけその苦難によって、私たちはまったき罪の赦しをいただきます。その赦しは完璧なものです。神の前でもはや何の責任も問われないほどまでにキリストは私たちの罪のあがないを実行してくださいました。こうして、キリストご自身は完全なものとされました。すなわち、神の右に座して、み国の支配者として、今も権威と力を帯びて、神の国の完成を目指しておられます。
　こういうことは、万物の目標、万物の源である方、すなわち、父なる神にふさわしいとされます。この短い文章の中で、神は複数の人格を持つ方、正確には三つの人格を持つ方であることが明らか

なっています。ヘブライ人への手紙の作者は既に三位一体の神信仰を前提にして語っています。さらに大切なことは、キリストによる贖い、罪の赦しが神にふさわしいと明言されている点です。キリストによる救い、すなわち私たちの罪の赦しは、神にふさわしいことであって、どうでもいいことではありません。神はそのために唯一の御子にしばらくの間だけであっても、苦しみを味わわせられました。それは死の苦しみです。こうして、私たちはキリストによって罪から救いだされるのですが、これこそ神のもっとも大事なこととしてなされたことなのです。それは全く価値のある神の業です。私たちの罪の赦しは決して些細な出来事ではありません。それは神がとりわけ重大とされた神ご自身のみ業なのです。
　教会が語る福音、罪の赦しの使信はこのように比を見ない重要な価値ある知らせであり、わたしという個人においては何にも替えがたい神の告知です。そして、教会は、罪ある、というよりも罪が蔓延しているこの世界に、神の赦しを伝え、だからこそ、許しこそ、政治も経済も、外交も、時には軍事においても不可欠であると語り伝えなければならないのです。
　１１節から１３節は一つのまとまりです。聖となさる方と、聖とされる者たちも、すべて一つの源から出ている、とあります。すべての源とは、１０節で既に語られているように、父なる神であることは明らかです。そうであれば、１０節で明らかなようにヘブライ人への手紙の作者は三位一体の神を意識していますから、人を聖なるものとする方とはキリストを指しています。その苦難によって罪を許される結果、私たちは聖とされます。つまり、聖者です。聖者とか聖人とか言われる人は特定の一部の人ではなく、キリストによって罪を許されている者のことです。罪を許されるということは罪がもたらす汚れ、腐敗から清められることを表わしています。
　このキリストとキリストに聖とされ、こうして、救いの条件である聖潔を与えられたものは、父なる神から出てきているというのです。キリストと私たちは同等という意味も含みますが、それは聖いという点での同等です。同根という意味は全くありません。神の子と人間はあまりにも相違します。両者は全く異なった存在です。これを誤解してはなりません。同じ源から出てきているというのは、聖という点に関わります。罪の赦し、その結果である聖は、神から出てきたものだという意味です。罪の赦しは究極的に神の意志、神の意図であるといってもいいのです。そればかりではありません。ヘブライ人への手紙の作者は、旧約聖書を引用して、その同等性は、一致、具体的には神の家族という一致と直結していることを明らかにします。神の家族、つまり、神の子らからなる神の家族、あるいは神の家庭に属する者といっても過言ではありません。罪を許されたものは、この神の子らとされます。また、キリストを長男とする兄弟姉妹たちとされます。時間を越え、空間を超越した神の家族です。
　聖とするキリストは聖とされた者を、兄弟と呼ぶことを恥としなかったとありますが、一つの源である神から出てきているので、キリストは罪を許され、聖とされたものを、兄弟とためらわず呼ばれたのです。一つの源である神から出て、また神の家族集団という一つの群れに帰結していくといってもよいでしょう。このことを立証するために、先ず、詩篇２２篇２３が引用されます。この詩はダビデの詩で、「わたし」と自称する人はダビデです。彼は、兄弟たち、ダビデに属する者たちの集会〔教会とも訳せます〕に神のみ名を知らせる、と言います。ここで、ヘブライ人への手紙の作者は、ダビデではなく、この詩はキリストの言葉であると理解します。
メシヤ･キリストは、教会に神のみ名を伝える、ただ伝達するのではなく、神のみ名によって固いきずなをもたらすことを指しています。こうして、教会とキリストは兄弟姉妹とされます。詩篇２２篇２３によって、キリストに罪が許され、結果として聖とされたものは皆神の家族とされるというのです。これこそ一つの源である神から出てきたキリストと、彼によって罪許されたものが導かれる結果となります。私たちの罪が許されるとき、そこに神の家族が形成されます。
それから、あと、二つの旧約聖書の引用を記していますが、一つはイザヤ書８章１７-１８の引用です。
イザヤ8章17 わたしは主を待ち望む。主は御顔をヤコブの家に隠しておられるが／なおわたしは、彼に望みをかける。18 見よ、わたしと、主がわたしにゆだねられた子らは、シオンの山に住まわれる万軍の主が与えられたイスラエルのしるしと奇跡である。
詩編22篇23 わたしは兄弟たちに御名を語り伝え／集会の中であなたを賛美します。

詩篇２２篇２３の場合もこのイザヤ８章１７-１８の場合も、ギリシヤ語に訳された旧約聖書の引用で、日本語訳聖書もギリシヤ語からの翻訳です。それから旧約聖書はヘブライ語から邦訳されていますので、使われている言葉は異なります。
　イザヤ８章１６節で、イザヤはその預言を封印しておこうと書いています。封印されたら読むことができません。何故、封印するのか。それは、イスラエルの不信仰の故でした。イザヤは深刻な神の決意を知らなければなりませんでした。神が顔を隠されるというのです〔イザヤ８章１７〕。
罪の中で悔い改めることのない者を神は見棄てられるほかありません。こういう中でも、イザヤは神に信頼をするといいます。なぜなら、神が与えられた子らがいるから。これはイエス･キリストが聖とするものに当てはまります。罪を許された者が残された者として神はとって置かれます。それは教会、新しいイスラエルなのですが、また、子らとも呼ばれます。キリストが長子である子らの群れ、それこそ真実の教会にほかなりません。新約の教会は新しいイスラエルです。この教会は外見上はまだまだ不完全ではありますが、イザヤは、語ります。それは将来来るべき救い主のことばそのものでありますけれども、子らと言われるに値する者が残され、まことの教会が建てられるのです。
　一つの源から発した罪を許し、また、聖とするキリストと、聖とされた者は、一つの神の家族に形成されていきます。それこそ、教会の特質を言い表しています。キリストはご自身の死によって、罪を許し、その結果として聖とした者たちを今度は兄弟と認められます。罪を許して、ご自分の好き勝手にその民を動かすなどということを目指されません。キリストが王となって、聖とされた者を、新たにできた国の国民とし、彼らを自由に使役するというようなことは断じてありません。それどころか、罪を許し、聖とする者たちを仲間以上、友だち以上に扱ってくださいます。
　１４節は、「ところで」といい、今までの議論を元に戻します。キリストが天使よりも低い者とされた、つまり、キリストが人とされ、十字架の上で死んだことに戻ります。今まで、キリストが神であることをヘブライ人への手紙の作者は語ってきました。キリストは神の右に座したもう、神に全く等しいお方です。キリストの神であること、神性の面が強調されてきました。一転して、キリストが人間性を持たれたことに視点を置いています。
　キリストが血と肉を供えられたのは何故なのかという問題です。キリストが神であることと人間であることは同時に強調されなければなりません。キリストが神であることを強調しすぎて、人間であることを忘れるようであってはならないのです。何故、キリストは血と肉を持たなければならなかったのか。答えは明快です。私たちが血と肉を備えているからです。キリストも血と肉を持っている私たちと同じようにならなければなりませんでした。このことを踏まえて、さらに、その結果どういうことになるのかが続いて語られることになります。(この項おわり)
